
ひとが輝き 文化の薫る
世界に拓かれたまち

平成24年度の重点施策

いちき串木野市



平 成 24 年 度 の 重 点 施 策

基 本 方 針 区 分 件 数 事業費（千円） 備考

新規事業 2 103,500 Ｐ１

継続事業 4 54,198 Ｐ２～Ｐ３

新規事業 9 211,280 Ｐ４～Ｐ８

継続事業 33 1,619,413 Ｐ９～Ｐ25

新規事業 10 33,477 Ｐ26～Ｐ30

継続事業 22 167,700 Ｐ31～Ｐ45

新規事業 4 75,800 Ｐ46～Ｐ48

継続事業 11 926,492 Ｐ49～Ｐ63

新規事業 25 424,057

継続事業 70 2,767,803

総 計 95 3,191,860

区 分 別 計

１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』

４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』
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１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

(1)コミュニティー

区分 新 規

全 体 計 画

122,730 34,730 本浦交流センター整備 88,000

122,730 34,730 88,000

国

県 電源交付金 40,000 電源交付金 40,000

起 債 合併特例債 45,600 合併特例債 45,600

そ の 他

一 般 財 源 37,130 34,730 2,400

(2)行財政

区分 新 規

全 体 計 画

23,000

1,000

14,500 7,500

23,000 15,500 7,500

国

県

起 債合併特例債 21,800 合併特例債 14,700 7,100

そ の 他

一 般 財 源 1,200 800 400

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降前年度までの実績（H23見込みを含む。）

次 年 度 以 降

事 業 名 串 木 野 庁 舎 床 張 替 等 改 修 事 業

事
業
内
容

地区住民の地域活動、生涯学習の拠点となる本浦
交流センターを整備する。

本浦交流センター整備

（建設工事・設計監理委託）

重 点 施 策 の 概 要

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

本 浦 交 流 セ ン タ ー 整 備 事 業

床張替等設計

床張替等工事（２・３階） 床張替等工事（地下・１階）

事 業 費

串木野庁舎床張替等改修事業

串木野庁舎は昭和46年に完成し、建築後40年が経
過している。庁舎内の床はタイル張りとなっている
が、老朽化が激しくタイルが割れて剥げ、その範囲
が年々拡大してきている。また、内壁についても塗
装が剥げて来ているので、併せて改修を行うもので
ある。

（用地費・地質調査・設計委託）
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１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

(1)コミュニティー

区分 継 続

全 体 計 画

100,241 27,922 42,119 30,200

100,241 27,922 42,119 30,200

国

県 6,875 725 6,150

起 債

そ の 他

一 般 財 源 93,366 27,197 35,969 30,200

区分 継 続

全 体 計 画

69,453 12,100 旭交流センター改修 10,100 10,800

6,458 8,600

10,395 11,000

69,453 28,953 10,100 30,400

国

県 電源交付金 32,722 電源交付金 24,722 電源交付金 8,000

起 債

そ の 他

一 般 財 源 36,731 4,231 2,100 30,400

事 業 名 共 生 ・ 協 働 の ま ち づ く り 支 援 補 助 金

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

重 点 施 策 の 概 要

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

まちづくり協議会の設置や運営に係る補助制度を
はじめ、「地区まちづくり計画」の策定及び実施に
係る支援、地区の特色を活かした独自のまちづくり
を支援する補助制度を設ける。

地区まちづくり協議会等補助金

事
業
内
容

地区住民の地域活動、生涯学習の拠点である地区
交流センターの屋根・外壁等の劣化が激しく雨漏り
等を生じる可能性があるため、年次的に整備改修を
行い利用者が安心して利用できる環境を整えてい
く。

川南交流センター改修

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

荒川交流センター改修

・協議会設置補助金
・協議会運営補助金
・自治公民館運営補助金
・パソコン等購入補助金

・協議会設置補助金
・協議会運営補助金
・非常勤職員設置補助金
・計画策定補助金
・計画事業補助金
・自治公民館運営補助金
・パソコン等購入補助金

・協議会運営補助金
  ・非常勤職員設置補助金
・自治公民館運営補助金

事 業 費

湊交流センター改修

羽島交流センター改修

川北交流センター改修

地 区 交 流 セ ン タ ー 改 修 事 業

平 成 24 年 度

生福交流センター改修

地区まちづくり協議会等補助金 地区まちづくり協議会等補助金

次 年 度 以 降
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１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

1,679 1,079 300 300

1,679 1,079 300 300

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,679 1,079 300 300

区分 継 続

全 体 計 画

・男女共同参画研修会等 122 ・男女共同参画研修会等 82 ・男女共同参画研修会等 20 ・男女共同参画研修会等 20

・男女共同参画推進懇話会等謝金 1,749 ・男女共同参画推進懇話会等謝金 1,079 ・男女共同参画推進懇話会等謝金 335 ・男女共同参画推進懇話会等謝金 335

1,908 584 1,324

・男女共同参画基本計画策定コーディネート委託料 2,000 2,000

5,779 3,745 1,679 355

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 5,779 3,745 1,679 355

男 女 共 同 参 画 社 会 推 進 事 業

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容

・住民意識調査分析委託料等

・男女共同参画基本計画策定
コーディネート委託料

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 名

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

・住民意識調査（アンケート調査）

い ち き 串 木 野 出 会 い サ ポ ー ト 事 業

次 年 度 以 降

・住民意識調査（アンケート調査）

委託料 委託料 委託料

平 成 24 年 度

NPO法人や各種団体などからの幅広い企画案を募
集し、採用された団体が行う出会いの場を創出する
事業により、人口減少化・少子化対策に取り組む。

次 年 度 以 降

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

(1)生活環境

区分 新 規

全 体 計 画

基本計画・地域計画・環境影響調査等 42,912 4,935 4,977 33,000

基本設計・実施設計・工事監理 70,000 70,000

建設工事 2,100,000 建設工事 2,100,000

2,212,912 4,935 4,977 2,203,000

国 735,959 1,659 734,300

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,476,953 4,935 3,318 1,468,700

区分 新 規

全 体 計 画

5,000 5,000

2,000 2,000

10,000 10,000

17,000 7,000 10,000

国

県

起 債辺地債 17,000 辺地債 7,000 10,000

そ の 他

一 般 財 源

・中ノ平配水池改築工事（H24） 中ノ平配水池改築工事

辺地対策事業を活用し、中ノ平・松比良地区の老
朽化した飲料水供給施設の整備を行い、地域住民の
保健衛生の向上及び飲料水の安定供給を図る。

中 ノ 平 ・ 松 比 良 地 区 飲 料 水 供 給 施 設 整 備 事 業（小規模簡易水道改修事業）

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

・中ノ平水源地改修工事（H25） 中ノ平水源地改修工事

中ノ平水源地改修実施設計業務委託・中ノ平水源地改修実施設計業務委託（H24）

上
記
の
財
源
内
訳

事業年度 平成24年度～平成25年度

事 業 費

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

循環型社会形成推進地域計画

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

最 終 処 分 場 建 設 事 業

最終処分場施設基本計画 調査設計

基本・実施設計、工事監理

重 点 施 策 の 概 要

一般廃棄物処理基本計画及び

平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。） 次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

・防災ハザードマップ作成事業 2,625 2,625

2,625 2,625

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,625 2,625

区分 新 規

全 体 計 画

10,000 10,000

10,000 10,000

国

県

起 債 9,000 9,000

そ の 他

一 般 財 源 1,000 1,000

次 年 度 以 降

防 災 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

・防災ハザードマップ作成事業

合同会社さつま自然エネルギー出資金

事 業 費

事
業
内
容

事 業 名

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

平成23年度に実施した災害時危険予想箇所等調査
を基に、防災ハザードマップを作成し、全世帯へ配
布する。

事 業 名 合 同 会 社 さ つ ま 自 然 エ ネ ル ギ ー 出 資 金

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容 西薩中核工業団地内企業等の屋根に太陽光発電システム等を設置す
るための合同会社設立に伴う出資金
２万円×500ｋｗ＝1,000万円

・合同会社さつま自然エネルギー出資金

次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

(2)保健医療福祉

区分 新 規

全 体 計 画

235,908 27,623 2,285 30,000

116,000

30,000

30,000

235,908 27,623 62,285 146,000

国 235,907 27,623 62,284 146,000

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1 1

(3)教育文化

区分 新 規

全 体 計 画

25,000 照島小学校北校舎外壁改修工事 25,000

25,000 25,000

国

県 電源交付金 18,000 電源交付金 18,000

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,000 7,000

事 業 名 照 島 小 学 校 北 校 舎 外 壁 改 修 工 事

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

①グループホームの新設①小規模多機能型居宅介護施設
（既存）のスプリンクラー設置

校舎老朽化に伴い外壁モルタルのひび割れ・浮
き・爆裂が顕著に見受けられ、落下すると児童に危
険を及ぼすため、外壁の全体的な改修・塗装工事と
屋根の防水工事を実施する。また、学校敷地北側の
ブロックが経年劣化しているので、フェンスを新た
に設置する。

地 域 介 護 ・ 福 祉 空 間 整 備 等 施 設 整 備 事 業 補 助 金

事 業 費

②地域密着型介護福祉施設の新
設事

業
内
容

事 業 名

平 成 24 年 度

②グループホームの新設

次 年 度 以 降

③小規模多機能型居宅介
護施設の新設

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

地域における公的介護施設等の計画的な整備等に
要する経費について、予算の範囲内において補助す
る。

事
業
内
容

①スプリンクラーの設置
②グループホームの新設
③小規模多機能型居宅介護施設の新設
④地域密着型介護福祉施設の新設

平成21年度事業
グループホーム６か所のスプリ
ンクラー設置
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

1,126 学校規模適正化検討委員会 563 学校規模適正化検討委員会 563

委員25人×５回×4,500円 委員25人×５回×4,500円

1,126 563 563

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,126 563 563

区分 新 規

全 体 計 画

7,924 2,230 5,694

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,924 2,230 5,694

郷土史料収集事業

３ヶ年かけて市内に残る貴重な史料を収集し、市
民へ史料集として提供することで郷土学習と郷土理
解の推進を図る。
平成24年度：2,230千円
平成25年度：2,337千円
平成26年度：3,357千円
総事業費：7,924千円

郷土史料収集事業

【内容】
市内に残る生業・民俗芸能等の調査

○史料調査及び原稿執筆
○年３回の編集委員会の開催

【内容】
平成25年度：2,337千円
平成26年度：3,357千円

最終年度には史料集として200ページの300
部印刷

郷土史料収集事業

事
業
内
容

各学校及び地域の代表者を委員として委嘱し、市
内小中学校の適正な学校規模等を検討する。

事 業 名 学 校 規 模 適 正 化 検 討 委 員 会

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

郷 土 史 料 収 集 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

106,600 96,600 10,000

・第2、第3駐車場、周回道路整備 87,000 10,000

・測量設計調査委託 9,600

事業年度 平成24年度～平成25年度

106,600 96,600 10,000

国

県

起 債合併特例債 86,900 合併特例債 86,900

そ の 他

一 般 財 源 19,700 9,700 10,000

事 業 名 総 合 運 動 公 園 整 備 事 業

総合運動公園整備事業 総合運動公園整備事業

・水資源活用整備事業
庭球場完成及び総合体育館建設計画に伴い、総合運動公園内
の駐車場を再編成して整備するとともに、既存水源の活用調査
を行い、運動公園全体の整備及び利用者の利便性の向上を図
る。

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

総合運動公園整備事業
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

(1) 生活環境

区分 継 続

全 体 計 画

132,500 50,000 56,000 26,500

45,000 5,000 20,000 20,000

仕切弁設置 仕切弁設置 仕切弁設置

790,930 第6次拡張事業（工事） 317,945 第6次拡張事業（工事） 154,000 第6次拡張事業（工事） 318,985

83,070 42,255 20,935 19,880

1,051,500 415,200 250,935 385,365

国

県

起 債 884,900 364,900 200,000 320,000

そ の 他 5,556 1,156 1,300 3,100

一 般 財 源内部留保資金 161,044 49,144 49,635 62,265

区分 継 続

全 体 計 画

5,000 5,000

3,500 1,500 2,000

5,000 1,000 2,000 2,000

60,500 32,500 22,000 6,000

606,500 76,500 30,000 500,000

20,000 20,000

2,914 914 1,000 1,000

703,414 110,914 76,500 516,000

国

県

起 債 650,000 100,000 50,000 500,000

そ の 他基金繰入 外

一 般 財 源 53,414 10,914 26,500 16,000

上
記
の
財
源
内
訳

次 年 度 以 降平 成 24 年 度

給水申請に伴う配管布設

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

給水申請に伴う配管布設

市来地区配水管布設等

事
業
内
容

マッピングシステム マッピングシステム マッピングシステム

事 業 費

市来地区送配水管布設替等

羽島地区配水管布設替

市来の中央地区基幹改良工事

・市来の中央地区簡易水道事業変更許可申請書作成業務委託

市来の中央地区基幹改良工事市来の中央地区基幹改良工事

事業変更許可申請書作成業務委託

市来地区送配水管布設替等

上 水 道 単 独 事 業

次 年 度 以 降平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

第6次拡張事業（実施設計等） 第6次拡張事業（実施設計等）

生冠地区送水管布設替

給水申請に伴う配管布設

・仕切弁設置

・第６次拡張事業(H22～H26)：実施設計等

・給水申請に伴う配水管布設等

事 業 費

重 点 施 策 の 概 要

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

配水管布設等

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

水源探査・ボーリング

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

水源探査
事
業
内
容

・麓地区土地区画整理事業配水管布設等

・市来の中央地区基幹改良工事(H23～H27)

・市来（中央・大里）地区配水管布設等

・生冠地区配水管布設等

・マッピングシステム(串木野H14～,市来H17）

・配水管布設等

水源探査・ボーリング

配水管布設等 配水管布設等

・水源開発

羽島地区配水管布設等

生冠地区配水管布設等

・第６次拡張事業(H22～H27)：工事

  簡 易 水 道 単 独 事 業事 業 名

・羽島地区配水管布設等 羽島地区配水管布設替

生冠地区送水管布設替

第6次拡張事業（実施設計等）
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続 事 業 名

全 体 計 画

事業認可面積：340ha

14,358,689 36,674 整備面積：23.04ha 463,543

14,858,906 汚水管渠工事

L=170m

14,858,906 14,358,689 36,674 463,543

国 5,832,210 5,613,710 6,000 212,500

県 100,448 100,448

起 債 7,873,586 7,670,686 3,000 199,900

そ の 他 12,865 11,605 500 760

一 般 財 源 1,039,797 962,240 27,174 50,383

区分 継 続 事 業 名

全 体 計 画

○合併処理浄化槽設置補助金 ※毎年度

・５人槽（332,000円／基） ・５人槽 1,344基 ・５人槽 82基 38,024 ・５人槽 75基 35,700

・６～７人槽（414,000円／基） 1,172,618 ・６～７人槽 1,127基 1,069,082 ・６～７人槽 25基 13,640 ・６～７人槽 23基 12,812

・８～10人槽（548,000円／基） ・８～10人槽 167基 ・８～10人槽 3基 1,954 ・８～10人槽 2基 1,406

7,740 単独処理浄化槽撤去費補助金 6基 540 単独処理浄化槽撤去費補助金 40基 3,600 単独処理浄化槽撤去費補助金 40基 3,600

○平成24年度から平成27年度の上乗せ補助金

・汲取り便槽から合併処理浄化槽へ転換の場合・・・100,000円上乗せ

1,180,358 1,069,622 57,218 53,518

国 383,849 356,538 14,272 13,039

県 333,259 313,904 10,092 9,263

起 債 合併特例債 60,800 合併特例債 31,200 合併特例債 29,600

そ の 他

一 般 財 源 402,450 399,180 1,654 1,616

整備率：93.2％

新港・島平地区外汚水管渠工事

公 共 下 水 道 事 業

平 成 24 年 度

事業認可面積：340ha

整備面積：315.96ha

次 年 度 以 降

事業認可面積：340ha

事 業 費

事業年度：昭和61年度～

事
業
内
容

整備率：92.9％

汚水処理能力：7,400ｍ3／日

排除方式：分流式

整備面積：1.0ha

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

上
記
の
財
源
内
訳

排除方式：分流式

事業認可面積：340ha

全体事業計画面積：838ha

計画期間：昭和61年～平成40年

計画汚水量(日最大）：14,460ｍ3／日

事
業
内
容

・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換の場合・・・210,000円上乗せ
※単独浄化槽を撤去した場合は90,000円を加えた額とする。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

○単独処理浄化槽撤去費補助金（平成22年度～）

合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 補 助 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

串木野クリーンセンター長寿命化事業

串木野クリーンセンター長寿命化事業
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

14,920 住宅建築（購入）補助金 28件 13,920 住宅建築（購入）補助金 1件 500 住宅建築（購入）補助金 500

23,100 定住奨励金 34件 20,400 定住奨励金 2件 1,800 定住奨励金 900

17,892 土地購入補助金 30件 16,017 土地購入補助金 2件 875 土地購入補助金 1,000

55,912 50,337 3,175 2,400

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 55,912 50,337 3,175 2,400

区分 継 続

全 体 計 画

20,927

12,238 ・町名等整理事業（上名） 8,689

事業年度 平成22年度～平成24年度

20,927 12,238 8,689

国

県 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 12,238 12,238

起 債

そ の 他

一 般 財 源 8,689 8,689

町 名 等 整 理 事 業

平 成 24 年 度

町名等整理事業

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容
・定住奨励金

・住宅建築（購入）補助金

・土地購入補助金

事 業 名

事 業 費

定 住 促 進 対 策 補 助 事 業

次 年 度 以 降

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

本市の人口増対策の一環として、市の定住促進団
地に住宅新築（購入）した者に補助金等を交付す
る。

事 業 名

町名等整理事業

・町名等整理事業（下名）

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

町名等整理事業

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

大字が広範囲のため地番が大きく、地番を聞いても地番を聞
いても場所がわかりにくいなど不都合を生じているため、下
名、上名地区等の大字が広範囲である地区について、わかりや
すい住居表示にするため、地番を生かしたまま公民館等に変更
する町名整理を実施する。

事 業 費
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続 事 業 名

全 体 計 画

平成23年度

77,232 37,232 40,000

36,000 18,000 18,000

43,000 43,000

156,232 37,232 58,000 61,000

国

県 石油交付金 136,532 石油交付金 37,232 石油交付金 44,400 石油交付金 54,900

起 債

そ の 他

一 般 財 源 19,700 13,600 6,100

区分 継 続

全 体 計 画

6,700 平成23年度 防火水槽 １基 6,700

1,800 消火栓 １基 600 消火栓 １基 600 消火栓 １基 600

2,684 消防ホース（署40本） 1,544 消防ホース（署30本） 1,140

5,727 消防ホース（団65本） 2,867 消防ホース（団65本） 2,860

16,911 600 5,011 11,300

国

県 石油交付金 13,030 石油交付金 3,400 石油交付金 9,630

起 債

そ の 他

一 般 財 源 3,881 600 1,611 1,670

スを更新整備する。
事
業
内
容

老朽化のため性能が低下し、現場活動に支障をき

消防水利の不足している地域解消のため防火水槽

及び消火栓の設置並びに老朽化している消防ホー

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）

消 防 施 設 ・ 設 備　（消防水利・消防ホース）　整 備 事 業

次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

たしている消防車及び救急車について更新整備する。

消 防 署 高規格救急車：10年経過

平 成 24 年 度

消防ポンプ車更新（羽島分団）

消 防 施 設 ・ 設 備　（　消防ポンプ車・救急車　）　整 備 事 業

消防ポンプ車更新
（荒川・冠岳分団）

高規格救急車更新（本署１号車）
（高度救急処置用資器材含む。）

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

高規格救急車更新（本署２号車）
（高度救急処置用資器材含む。）

次 年 度 以 降

水槽付ポンプ自動車（分遣所）

事 業 名

消 防 団 消防ポンプ車：21～22年経過

消 防 署 水槽付ポンプ自動車：18年経過

事
業
内
容
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続 事 業 名

全 体 計 画

平成23年度

549,839 2,300 7,539 540,000

549,839 2,300 7,539 540,000

国

県

起 債 520,500 7,500 513,000

そ の 他

一 般 財 源 29,339 2,300 39 27,000

区分 継 続

全 体 計 画

4,620 救急救命士養成 1名 2,310 救急救命士養成 1名 2,310
1,186 救急救命士薬剤投与追加講習4名 1,186
572 気管挿管病院実習 1名 190 気管挿管病院実習 １名 191 気管挿管病院実習 １名 191
484 消防学校初任科教育（前期1名) 237 消防学校初任科教育（前期１名) 247
715 消防学校救急科教育（消防職員）３名 263 277 175
557 消防学校専科教育・実習・講習(職員)(16名) 163 210 184
235 消防学校専科教育（消防団員）（4科8名） 65 81 89
789 消防大学校（警防科）　１名 382 消防大学校（救助科）　１名 407
92 九州地区警防実務研修会 １名 92

9,250 2,486 3,316 3,448

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 9,250 2,486 3,316 3,448

消 防 施 設 ・ 設 備　（　消防救急無線デジタル化　）　整 備 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

平 成 24 年 度

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

電波法関係審査基準により、消防救急無線が平成28年5月31

日までにデジタル化へ移行されることに伴い整備する。
事
業
内
容
消防救急無線デジタル化

次 年 度 以 降

消 防 職 員　（　団 員　）　教 育 事 業

無線デジタル基本設計
（共通波・活動波）

デジタル無線実施設計（活動波）
（平成23年度繰越事業）

デジタル無線工事（共通波）

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

高度救急に対応するために、新規の救急救命士の
養成とともに、多様化する各種災害に対応するた
め、消防職員（団員）に対する基礎的、専門的な教
育を年次的に行う。

消防学校専科教育（消防団員）（4科13名） 消防学校専科教育（消防団員）（4科11名）

次 年 度 以 降

消防学校救急科教育（消防職員）３名

消防学校専科教育・実習・講習(職員)(18名)

消防学校救急科教育（消防職員）２名

消防学校専科教育・実習・講習(職員)(15名)
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

・原子力発電施設等周辺地域給付金加算事業補助金 59,986 47,786 6,100 6,100

59,986 47,786 6,100 6,100

国

県 電源交付金 59,986 電源交付金 47,786 電源交付金 6,100 電源交付金 6,100

起 債

そ の 他

一 般 財 源

(2)保健医療福祉

区分 継 続

全 体 計 画

90,449 44,117 23,166 23,166

90,449 44,117 23,166 23,166

国

県 24,214 10,692 6,761 6,761

起 債

そ の 他

一 般 財 源 66,235 33,425 16,405 16,405

事 業 費

事
業
内
容

原子力発電所から概ね10キロメートルの範囲内で
ある土川、羽島、荒川地区の電灯需要家等につい
て、従来の給付金に加え、立地市並の給付金を交付
する。
（事業開始 H16～）

事 業 名

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

次 年 度 以 降

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 費

妊婦健康診査の公費負担14回を引き続き実施し、
安心・安全な妊娠・出産を支援する。

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

平 成 24 年 度

妊 婦 健 康 診 査 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

原 子 力 発 電 施 設 等 周 辺 地 域 給 付 金 加 算 事 業

妊婦健康診査委託料 妊婦健康診査委託料 妊婦健康診査委託料

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

61,304 15,876 10,917 6,480

6,561 3,600 6,300

4,640 2,520 4,410

61,304 27,077 17,037 17,190

国

県 30,973 13,860 8,518 8,595

起 債

そ の 他

一 般 財 源 30,331 13,217 8,519 8,595

区分 継 続

全 体 計 画

3,000 1,000 1,000 1,000

3,000 1,000 1,000 1,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 3,000 1,000 1,000 1,000

平 成 24 年 度

ヒブワクチン

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

次 年 度 以 降

不妊治療費扶助費

ヒブワクチン ヒブワクチン

子宮頸がんワクチン

小児肺炎球菌ワクチン

子 宮 頸 が ん 等 予 防 接 種 支 援 事 業

事 業 費

事 業 名

事 業 名

不妊に悩む夫婦の不妊治療費を助成し、精神的・
経済的負担の軽減を図る。

事 業 費

不妊治療費扶助費

事
業
内
容

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児肺
炎球菌ワクチンの予防接種を実施して、感染を防止
するとともに、保護者の負担軽減を図る。

子宮頸がんワクチン 子宮頸がんワクチン

小児肺炎球菌ワクチン 小児肺炎球菌ワクチン

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

不妊治療費扶助費

不 妊 治 療 費 助 成 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）
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－16－

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

支援金 96,190 出産祝金 37,760 出産祝金 7,900 出産祝金 7,900

誕生祝金 8,330 誕生祝金 2,800 誕生祝金 2,800

入学祝金 23,200 入学祝金 2,750 入学祝金 2,750

96,190 69,290 13,450 13,450

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 96,190 69,290 13,450 13,450

区分 継 続

全 体 計 画

4,406 890 890 890

1,736

4,406 2,626 890 890

国

県 4,406 2,626 890 890

起 債

そ の 他

一 般 財 源

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

未 来 の 宝 子 育 て 支 援 金

次 年 度 以 降平 成 24 年 度

事
業
内
容

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

子育て支援住宅及び市来地域の子育てを支援する
ため、子育て支援員を配置し、併せて施設整備を行
う。

事 業 名

備品購入

次世代を担う子供の出産を祝福するとともに、そ
の健やかな成長を願い、子育て支援金を贈り、健康
で明るい街づくりに資することを目的としている。
平成17年度～
21年度制度改正
（出生対象拡大、誕生日・入学祝金の金額の変更）

上
記
の
財
源
内
訳

子育て支援員の配置（１名） 子育て支援員の配置（１名） 子育て支援員の配置（１名）子育て支援事業

事 業 名 子 育 て 支 援 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

3,284 756 1,264 1,264

3,284 756 1,264 1,264

国 1,261 1,261

県 2,017 756 1,261

起 債

そ の 他

一 般 財 源 6 3 3

(3)教育文化

区分 継 続

全 体 計 画

1,554,868 658,727 190,000 706,141

国 657,069 349,946 56,262 250,861

県

起 債緊急防災債・合併特例債 565,700 緊急防災債・合併特例債 133,200 合併特例債 432,500

そ の 他

一 般 財 源 332,099 308,781 538 22,780

冠岳小屋体耐震補強及び大規模改造工事

事 業 名 生 活 保 護 受 給 者 就 労 支 援 事 業

事 業 費

事 業 名 小 ・ 中 学 校 校 舎 等 耐 震 補 強 及 び 大 規 模 改 造 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

就労支援員の配置(１名）

事
業
内
容

生活保護受給者の就労支援 就労支援員の配置(１名,7月～） 就労支援員の配置(１名）

生活保護受給者の経済的自立を促進するため、就
労支援員を配置し、稼動能力を有する被保護者の就
労支援を行う。

委託料 賃金・旅費等 賃金・旅費等

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

児童生徒の学習環境の安全性確保、災害時の避難施設として
の安全性を保つために、年次的に学校校舎等の耐震強度を高め
るための設計・工事を実施する。

照島小・川上小・生福小・西中・市来中学
校校舎耐震補強及び大規模改造工事

上
記
の
財
源
内
訳

・耐震2次診断、補強計画、実施計画
・校舎耐震補強及び大規模改造工事
　（市来小・羽島中）
・屋体耐震補強及び大規模改造工事
　（旭小・荒川小・生冠中・川上小）

・串木野小学校管理棟耐震補強
及び大規模改造事業（繰越）
・串木野小学校屋内運動場耐震
補強及び大規模改造事業(繰越）
・市来中学校技術家庭科室棟耐
震補強事業(繰越）
・川上小学校校舎・冠岳小学校
屋内運動場耐震補強工事等実施
設計委託

71,500

103,500

7,500

7,500
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

14,312 200 534 534

120 510 510

3,761 3,780 3,780

140 140 140

25 69 69

14,312 4,246 5,033 5,033

国

県

起 債

そ の 他基金 1,692 基金 564 基金 564 基金 564

一 般 財 源 12,620 3,682 4,469 4,469

区分 継 続

全 体 計 画

7,131

1,962 2,345 2,345

86 105 105

需用費 23 需用費 80 需用費 40

備品費 40

7,131 2,071 2,570 2,490

国

県

起 債

そ の 他基金 2,268 基金 780 基金 780 基金 708

一 般 財 源 4,863 1,291 1,790 1,782

中学生英語暗唱・スピーチコンテスト

事
業
内
容

市来地域公民館に「市教育支援センター」を設置
し、不登校等の児童生徒やその保護者に対して教育
相談等の指導を行いながら、当該児童生徒の学校不
適応の状況の解消に努め、学校への登校を目指す。

事業年度：平成23年度～

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

中学校英語力向上夏季セミナー中学校英語力向上夏季セミナー 中学校英語力向上夏季セミナー

外国語活動指導補助員の全小学校への派遣 外国語活動指導補助員の全小学校への派遣 外国語活動指導補助員の全小学校への派遣

英語指導補助員による補充指導

次 年 度 以 降平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事 業 名 　「　英 語 の ま ち　」　い ち き 串 木 野 推 進 事 業

中学生英語暗唱・スピーチコンテスト

事業年度：平成23年度～

事 業 費

事
業
内
容

実用英語検定受検料の補助、外国語指導補助員の
活用、中学校英語力向上夏季セミナーの実施、中学
生英語暗唱・スピーチコンテストの開催などによ
り、児童生徒の英語力の向上を図ることで、「英語
のまち」いちき串木野のブランド化を目指す。

中学生実用英語検定受検料補助 中学生実用英語検定受検料補助 中学生実用英語検定受検料補助

英語指導補助員による補充指導 英語指導補助員による補充指導

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ(SV)・相談員(SSW) ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW)・相談員 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW)・相談員

謝金等 謝金等 謝金等

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

旅費 旅費

市 教 育 支 援 セ ン タ ー 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

旅費

中学生英語暗唱・スピーチコンテスト
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

7,439 ・学校評議員報酬 5,765 837 837

7,439 5,765 837 837

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,439 5,765 837 837

区分 継 続

全 体 計 画

22,900 19,900 1,500 1,500

22,900 19,900 1,500 1,500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 22,900 19,900 1,500 1,500

串中,串西中,串小,照小,生冠中,
生福小,市来中,市来小,川上小の
９校で実施(H14～H19年度)

平 成 24 年 度

特 色 あ る 学 校 づ く り 推 進 事 業

次 年 度 以 降

（小規模小学校４校のみ評議員３人）

小･中学校15校で実施(H20～22年度)

小規模小学校5校のみ評議員３人

小･中学校14校で実施(H23年度～)

小・中学校14校で実施

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

特色ある学校づくり補助金特色ある学校づくり補助金 特色ある学校づくり補助金

幼稚園2園 50千円×2園 幼稚園2園 50千円×2園

小・中学校14校 100千円×14校
事
業
内
容

事 業 費

事 業 名

開かれた学校づくり，特色ある学校づくりを進め
る観点から，校長が学校運営に関し，保護者や地域
住民等の意見や考えを把握し反映すること，その協
力を得ること，学校運営の状況等を周知することな
どの説明責任を果たすことができるようにする。
（1校あたり評議員５名，年3回実施）

上
記
の
財
源
内
訳

事業年度：平成14年度～

上
記
の
財
源
内
訳

事業年度：平成８年度～

小・中学校14校 100千円×14校

小・中学校14校で実施

（小規模小学校４校のみ評議員３人）

事 業 費

 各学校・幼稚園の持つ教育的風土を活かし，地域
に根ざした創意に満ちた特色ある事業を推進するこ
とにより，本市学校・幼稚園教育の一層の活性化を
図る。

・学校評議員報酬 ・学校評議員報酬

事 業 名

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

学 校 評 議 員 制 度

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事
業
内
容

H8～H17年度 旧串木野市のみ
小･中学校12校

H18年度 小･中学校15校 幼稚園2園
H19年度 幼稚園2園
H20～22年度 小･中学校15校 幼稚園2園
H23～　小･中学校14校 幼稚園2園
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－20－

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

39,718 24,016 7,851 7,851

 中学校（串中・西中・羽中・市来中）　

39,718 24,016 7,851 7,851

国

県

起 債

そ の 他基金 5,439 基金 1,813 基金 1,813 基金 1,813

一 般 財 源 34,279 22,203 6,038 6,038

区分 継 続

全 体 計 画

15,502 10,501 2,501 2,500

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ ２名 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ ２名

平成20年度から各年度２名

15,502 10,501 2,501 2,500

国

県 15,500 10,500 2,500 2,500

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2 1 1

上
記
の
財
源
内
訳

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

特 別 支 援 教 育 支 援 員 配 置 事 業

事 業 名

平 成 24 年 度

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 実 践 研 究 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

不登校の解消及び未然防止を図るために，問題行
動を示す児童生徒の社会的背景や環境要因に対し，
関係機関等とのネットワークを活用するなどして，
問題を抱える児童生徒に支援を行う専門家である，
スクールソーシャルワーカーの効果的な活用を実践
研究する事業である。

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業

事業年度：平成20年度～

事 業 費

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

小学校・中学校へ10名配置

特別支援教育支援員配置事業 特別支援教育支援員配置事業

事
業
内
容

小・中学校において様々な障害を持つ児童生徒に
対する学校生活上の介助や学習活動上の支援などを
行う「特別支援教育支援員」の計画的配置を行う。

事業年度：平成20年度～

特別支援教育支援員配置事業

事 業 名

小学校・中学校へ10名配置

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業

次 年 度 以 降

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

 小学校 (串小・照小・市来小)
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

40,146 ・県委託事業 17,446 ・県委託事業 823 ・県委託事業 823

中学校(串中,西中,市中(H20～市中なし)) 中学校2校（串中，串西中) 中学校2校（串中，串西中)

・市単独事業 18,806 ・市単独事業 1,124 ・市単独事業 1,124

小学校（全校） 小学校9校（全校） 小学校9校（全校）

  中学校 3校(羽中,生中,市来中) 中学校3校（羽島中，生冠中，市来中） 中学校3校（羽島中，生冠中，市来中）

40,146 36,252 1,947 1,947

国

県 19,092 17,446 823 823

起 債

そ の 他

一 般 財 源 21,054 18,806 1,124 1,124

区分 継 続

全 体 計 画

2,322 地域ぐるみの学校安全体制整備 1,163 579 580

・対 象 小学校９校

2,322 1,163 579 580

国

県 1,542 772 385 385

起 債

そ の 他

一 般 財 源 780 391 194 195

事 業 名

次 年 度 以 降

教育支援活動促進事業

学校・家庭・地域の連携による

平 成 24 年 度

平 成 24 年 度

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携 に よ る 教 育 支 援 活 動 促 進 事 業

推進事業 教育支援活動促進事業

学校・家庭・地域の連携による

次 年 度 以 降

事 業 名

いじめ，不登校，その他問題行動等への対応にあ
たり，学校におけるカウンセリング機能の充実を図
るとともに，市教委の相談機能(適応指導含)を高め
る。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

事
業
内
容

・学校管理下における事件・事故に対して、家庭や
地域の関係機関・団体及び地域ボランティア等と連
携しながら、地域社会全体で学校の安全確保に取り
組む体制を整備し、児童生徒が安心して教育を受け
られる環境を作る。

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 配 置 事 業

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

・事業年度 平成22年度～
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

5,427 1,541 1,541 1,541

31 22 22

105 114 114

146 125 125

5,427 1,823 1,802 1,802

国

県 3,563 1,161 1,201 1,201

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,864 662 601 601

区分 継 続

全 体 計 画

4,956 1,133 1,616 1,616

3 14 14

136 130 130

112 26 26

4,956 1,384 1,786 1,786

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 4,956 1,384 1,786 1,786

傷害保険料等

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

・平成20年度から串小校区
・平成22年度から照小校区に拡大
・平成23年度から市来小校区、川上小校区に拡大
※平成23年度から学校・家庭・地域の連携による教
育支援活動促進事業（国1/3・県1/3）

学校の教育活動を支援するため、地域住民の学校
支援ボランティアのコーディネートをする。

ほっとルームだより

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事 業 名

平 成 24 年 度

傷害保険料

旅費

学校支援だより

傷害保険料

旅費

・平成20年度から市来地域（市来小・川上小・市来中）で実施
・平成24年度から串木野地域にも事業拡大
※鹿児島県からいちき地域学校支援実行委員会への委託業
務(H20～H22)であったが、平成２３年からは市単独事業となっ
た。

事
業
内
容

傷害保険料等

学校支援だより

コーディネーター等謝金

学 校 支 援 事 業

コーディネーター等謝金 コーディネーター等謝金

次 年 度 以 降

ほっとルームだより

事 業 費

傷害保険料等

需用費

傷害保険料等

家庭の教育力の向上を図るため、身近な地域にお
いて「家庭教育支援チーム」を設置し、地域全体で
家庭教育を支えていく基盤の形成を促進する。 旅費 旅費

次 年 度 以 降

旅費

学校支援だより

旅費

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

サポーター等謝金

家 庭 教 育 支 援 事 業

サポーター等謝金

平 成 24 年 度

サポーター等謝金

事 業 費

事 業 名
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

500 350 150

2校区×100,000円＝200,000円 3校区×50,000円＝150,000円

3校区×50,000円＝150,000円

（串中・西中・市来中）

500 350 150

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 500 350 150

区分 継 続

全 体 計 画

11,841 1,109 1,129 1,129

公民館講座講師謝金 1,109 公民館講座講師謝金 1,136 公民館講座講師謝金 1,136

581 575 575

1,122 1,120 1,120

11,841 3,921 3,960 3,960

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 11,841 3,921 3,960 3,960

い ち き 串 木 野 市 地 域 教 育 振 興 協 議 会 設 置 事 業

（串中・西中・市来中）

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

地域教育振興協議会補助金

中学校区５校区に設置・事業期間 H22～H24

地域教育振興協議会補助金

（羽島中・生冠中）

地域教育振興協議会補助金

生涯学習大会 生涯学習大会生涯学習大会を開催するとともに、「食のまち・
英語のまち」を推進するための講座や市民のニーズ
に合わせた講座のほか、各地区において高齢大学を
実施し、生涯学習の推進を図る。また、生涯学習施
設としての中央公民館等の施設整備に努める。

生涯学習大会

高齢大学講師謝金 高齢大学講師謝金

中央公民館等整備費 中央公民館等整備費

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

　「家庭や地域の教育力の向上」、「青少年の健全
育成」を推進するため、中学校区で学校、家庭、地
域住民をはじめ、社会教育関係団体や各関係機関等
を含め、関係者で組織する「地域教育振興協議会」
を設置し、2年間支援補助金を交付する。

事 業 費

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

生 涯 学 習 推 進 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

次 年 度 以 降平 成 24 年 度

高齢大学講師謝金

中央公民館等整備費

事
業
内
容

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,085,995 20,080 36,700 16,080

2,415 工事監理 10,720 建設工事 1,134,000

建設工事 756,000 体育器具購入 110,000

2,085,995 22,495 803,420 1,260,080

国

県

起 債合併特例債 1,855,700 合併特例債 763,200 合併特例債 1,092,500

そ の 他

一 般 財 源 230,295 22,495 40,220 167,580

区分 継 続

全 体 計 画

1,546 1,284 131 131

1,604 1,308 148 148

8,829 6,379 1,225 1,225

724 ・ゼッケン等新規作成 724

4,832 ・補助金 3,616 ・補助金 608 ・補助金 608

17,535 13,311 2,112 2,112

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 17,535 13,311 2,112 2,112

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 総 合 体 育 館 建 設 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

工事監理

地質調査
事
業
内
容

総合体育館建設事業
・基本設計
・実施設計
・地質調査
・工事監理
・建設工事
・体育器具購入

基本設計

上
記
の
財
源
内
訳

・消耗品費、食糧費、印刷製本費

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

・ゼッケン等新規作成

・補助金

・役務費、委託料、使用料及び賃借料 ・役務費、委託料、使用料及び賃借料
事
業
内
容

事 業 名 市 民 体 育 大 会

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

・報償費

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

・報償費

事 業 費

・消耗品費、食糧費、印刷製本費 ・消耗品費、食糧費、印刷製本費

・報償費 ・報償費

平 成 24 年 度

・消耗品費、食糧費、印刷製本費

次 年 度 以 降

実施設計
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－25－

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

5,466 5,466

･資料収集事業 15,580 8,179 4,401 3,000

･記念館建設事業 430,419 11,419 19,000 400,000

451,465 25,064 23,401 403,000

国 4,800 4,800

県 ふるさと雇用再生特別基金事業 8,179 ふるさと雇用再生特別基金事業 8,179

起 債 合併特例債 398,000 合併特例債 18,000 合併特例債 380,000

そ の 他

一 般 財 源 40,486 12,085 5,401 23,000

平成27年には薩摩藩英国留学生19名が渡欧してから150周年となるこ
とを踏まえ、留学生に関する資料収集を行うとともに、渡欧の地であ
る羽島浦黎明公園への薩摩藩留学生の記念館を建設するため、展示及
び建築にかかる実施設計及び記念館の運営計画策定を作成する。

平 成 24 年 度

工事費

資料収集 資料収集 資料収集

展示･建築実施設計

建物撤去、記念碑移設(H21)

薩 摩 藩 英 国 留 学 生 記 念 館 (仮 称) 建 設 事 業

次 年 度 以 降

基本計画

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

・羽島浦黎明公園整備(建物撤去･記念碑移設)(H21年度)

事 業 名
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

(1)産業経済

区分 新 規

全 体 計 画

○青年就農給付金 4,500 ○青年就農給付金 4,500

新規就農者 3人 新規就農者 3人

9,000

9,000 4,500 4,500

国

県 9,000 4,500 4,500

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 新 規

全 体 計 画

・経営転換協力金 3戸 1,500 ・経営転換協力金 3戸 1,500

・分散錯圃解消協力金 3ha 150 ・分散錯圃解消協力金 3ha 150

3,300

3,300 1,650 1,650

国

県 3,300 1,650 1,650

起 債

そ の 他

一 般 財 源

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

上
記
の
財
源
内
訳

地域農業マスタープランに位置づけられた地域の中心となる
経営体に農地が集積されることが確実に見込まれる場合に、農
地の所有者又は耕作者に対して協力金を交付する。

事
業
内
容

事
業
内
容

事 業 名

重 点 施 策 の 概 要

青 年 就 農 給 付 金 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

 持続可能な力強い農業を実現ため、青年の就農意欲の喚起と
就農後の定着を図るため、経営が不安定な就農直後（5年以
内）の所得を確保する給付金を交付する。

事 業 費

農 地 集 積 協 力 金 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事 業 名

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

人・農地プラン作成事務費 400 人・農地プラン作成事務費 400

800

800 400 400

国

県 800 400 400

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 新 規

全 体 計 画

・農地利用推進員賃金等 2,249 ・農地利用推進員賃金等 2,249

4,498

4,498 2,249 2,249

国

県 2,240 1,120 1,120

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,258 1,129 1,129

地域農業の将来のあり方について、地域の話し合い等によ
り、中心となる経営体（個人、法人、集落営農）と、農地の貸
し借りによる集積及び活用等の検討を行い地域農業マスタープ
ランの作成に取り組む。

事 業 名 農 地 利 用 推 進 員 設 置 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

戸別所得補償制度推進事業を活用し、休耕田などの農地の集
積と農地利用可能者とのマッチングを図り耕作放棄地の解消と
農業振興を図る。

事 業 費

事
業
内
容

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

人 ・ 農 地 プ ラ ン 作 成 事 業　（地域農業マスタープラン）
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

6,000 6,000

6,000 6,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 6,000 6,000

区分 新 規

全 体 計 画

16,000 人工魚礁設置事業 4,000 人工魚礁設置事業 12,000

16,000 4,000 12,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 16,000 4,000 12,000

次 年 度 以 降

沿岸漁業振興対策事業として平成24年度から4ヶ
年間各漁業協同組合の魚礁設置要望箇所に人工魚礁
を設置し、水産業振興を図る。

種 子 島 周 辺 漁 業 対 策 事 業　（鹿児島県無線漁業通信施設設置事業）

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

漁業用通信施設設置事業補助金

人工魚礁設置事業

鹿児島県漁業無線局が実施する無線設備機器の換
装事業への補助。所属船との通信及び本県近海を航
行する船舶への安全航行の周知、所属船や船舶の貴
重な人命･財貨の保全と漁業経営の向上発展に寄
与。無線局所属船68隻(内いちき串木野市所属のま
ぐろ延縄漁船44隻）

事 業 費

漁業用通信施設設置事業補助金

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 人 工 魚 礁 設 置 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

500 支援事業補助金 500

500 500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 500 500

区分 新 規 事 業 名

全 体 計 画

470 支援事業補助金 162 支援事業補助金 308

470 162 308

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 470 162 308

市内の漁業協同組合に正組合員として加入し、今
後も継続して漁業に就業する意志があると認められ
るものに支援する。支援は対象者1人につき50万円
とし、1回限りとする。

羽 島 漁 協 加 工 販 売 起 業 化 グ ル ー プ 支 援 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成  24  年 度 次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 新 規 沿 岸 漁 業 就 業 者 支 援 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

事
業
内
容

事
業
内
容

平成23年6月に県内12番目の漁村女性起業化グ
ループとして県知事から認定を受け地域資源の加
工･販売に取り組み、地元産の魚介類の付加価値向
上等及び地域漁業の経営安定化と活性化を図るた
め。24年度から3ケ年間、漁村女性起業化グループ
取り組み支援事業を展開。

全漁連 2/4 市１/4  漁協1/4
全事業費 1,880千円

事 業 費

次 年 度 以 降

－29－



－30－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

6,552

6,552

6,552 6,552

国

県 重点分野雇用創出事業 6,552 重点分野雇用創出事業 6,552

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 新 規

全 体 計 画

7,464 7,464

inいちき串木野実施事業

7,464 7,464

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,464 7,464

上
記
の
財
源
内
訳

鹿児島うんまかもんグランプリ2012

事 業 名 ご 当 地 グ ル メ グ ラ ン プ リ 実 施 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

次 年 度 以 降

事
業
内
容

いちき串木野ブランド浸透のため、特産品等地元産品や工芸
品の通信販売は有効な手段だが、現在は個々の事業者がそれぞ
れ行っている状況にあるため、WEBの活用も視野に入れた通信
販売の窓口の一本化を図り、いちき串木野ブランド一体となっ
た販売・PR体制の構築を図る。

特産品通信販売体制構築事業委託

特産品通信販売体制の構築に向けた準備・調
査研究

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

事 業 費

事 業 名

事
業
内
容

事 業 費

県内のご当地グルメを本市に集め、№１を決定す
る。食のイベントを開催することにより、情報発信
をし、地域経済の活性化を図る。

特 産 品 通 信 販 売 体 制 構 築 事 業
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

(1)産業経済

区分 継 続

全 体 計 画

市単独事業 事業年度：平成22年～平成24年度

県営事業 事業年度：平成25年～平成30年度 換地設計基準作成 2,400 実施設計・換地協議設計・工事施工

事業面積 A=52ha 経営体育成促進計画作成 １式 2,247

市単独費 事業実施計画策定（負担金） １式 12,000 事業費1,040,000千円

委託料 78,933 換地計画概要書作成 1式 500 農村環境計画策定 1式 5,000

農村環境計画策定 1式 4,786 事業負担金（市） １式 52,000

78,933 21,933 5,000 52,000

国 9,593 9,593

県 5,500 3,000 2,500

起 債

そ の 他

一 般 財 源 63,840 9,340 2,500 52,000

区分 継 続

全 体 計 画

2,486 10,834 34,834

8,184 橋梁耐震補修・補強 13,405

40,418,000×20.25%＝8,184,645円

測量及び試験費 1,208 交差点改良 20,068

91,019 11,878 10,834 68,307

国

県

起 債合併特例債 75,000 合併特例債 10,200 合併特例債 64,800

そ の 他

一 般 財 源 16,019 11,878 634 3,507

172,018,000円×20.25%＝34,833,645円

道路補修湧水処理工事

66,200,000円×20.25%＝13,405,500円

事 業 費

事 業 名

重 点 施 策 の 概 要

事
業
内
容

県営事業

換地処分・登記事務等

経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業　（川南地区ほ場整備事業）

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

道路補修湧水処理工事

99,100,000円×20.25%＝20,067,750円

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

(国50%・県31.775%・市13.225%・受益者5%)事業採択に伴う申請書類等の作成
業務

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

農 業 農 村 整 備 事 業　（農地整備（通作・保全））

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

事
業
内
容

点検診断 道路補修湧水処理工事

平成21年度～平成28年度

広域農免農道の路面改良、橋梁耐震補修・補強及び交差点改
良を実施する。

10,500,000円×23.675%＝2,485,875円

5,964,000円×20.25%＝1,207,710円

53,500,000円×20.25%＝10,833,750円

上
記
の
財
源
内
訳

－31－



－32－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,000 500 500

3,000

3,000 2,000 500 500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 3,000 2,000 500 500

区分 継 続

全 体 計 画

33,358 16,945 16,945

67,248 1,400 700 700

2,800

70,048 34,758 17,645 17,645

国

県 50,972 25,298 12,837 12,837

起 債

そ の 他

一 般 財 源 19,076 9,460 4,808 4,808

事 業 名

販売を目的とした利用

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

農 業 用 ハ ウ ス 設 置 補 助 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

事
業
内
容

意欲ある農業者が、より安定的に農業を続けていくための
支援として、概ね70㎡以上のハウス設置に対し補助を行う。

農業用ハウス設置補助 農業用ハウス設置補助

補助額 1/3以内 限度額100千円

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

農業用ハウス設置補助

10戸 100千円×5戸 100千円×5戸

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事業年度：平成22年度～平成26年度 

支払制度推進交付金（事務費）

支払交付金

支払交付金 支払制度推進交付金（事務費） 支払制度推進交付金（事務費） 支払制度推進交付金（事務費）

支払交付金 支払交付金
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

研修会時バス借上料等 162 運営補助金等 119 運営補助金等 119

400

400 162 119 119

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 400 162 119 119

区分 継 続

全 体 計 画

補助金 1,440 1,800 1,800

麹用米作付 12ha 麹用米作付 15ha 麹用米作付 15ha

5,040

5,040 1,440 1,800 1,800

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 5,040 1,440 1,800 1,800

補助金

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 推 進 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

市内の農林水産業、商工業と連携した地域ぐるみのグリー
ン・ツーリズムを推進するため、地域の連携や体験型メ
ニューの開発並びに情報発信等に関し研修・協議しグリー
ン・ツーリズムの推進を図る。

事 業 費

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

次 年 度 以 降

主食用米が現在余り傾向にあり来年度以降作付け配分面積
の削減と、同時に不耕作による農地の荒廃が進み耕作放棄地
の増加も併せて予想されることから、水田の有効活用策とし
ても加工用米の作付け推進を図る。また、市の食のまちづく
り対策の一環として、本市特産焼酎への地元産米を原料用麹
米としての活用促進も併せて取り組む。

補助金

事 業 名 水 田 利 活 用 推 進 事 業　（焼酎麹用米交付金）

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

事
業
内
容
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

11,328

1,941 10,024 2,266 9,062

600

388 388 1,553

543 120 480

13,869 10,955 2,774 11,095

国 600 543 120 480

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 13,269 10,412 2,654 10,615

区分 継 続

全 体 計 画

49,099 ・支払交付金 34,159 ・支払交付金 7,470 ・支払交付金 7,470

2,800 ・推進事業費（事務費） 2,000 ・推進事業費（事務費） 400 ・推進事業費（事務費） 400

51,899 36,159 7,870 7,870

国

県 39,596 27,592 6,002 6,002

起 債

そ の 他

一 般 財 源 12,303 8,567 1,868 1,868

共同活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

農 地 ･ 水 保 全 管 理 支 払 交 付 金 事 業

事 業 費

事
業
内
容 1,552,800円×25%＝388,200円

推進交付金(事務費)国100% 推進交付金(事務費)国100%

共同活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

推進交付金(事務費)国100% 向上活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%) 向上活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

推進交付金(事務費)国100%

平成24年度～平成28年度（第２期）

1,552,800円×25%＝388,200円

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

平成24年度～平成28年度（第2期）平成19年度～平成23年度（第1期）

向上活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%) 40,094,800円×25%=10,023,700円

共同活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

向上活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

次 年 度 以 降

平成24年度～平成28年度（第2期）

9,062,000円×25%=2,265,500円 36,248,000円×25%=9,062,000円

共同活動支援交付金(国50%・県25%・市町村25%)

6,211,200円×25%＝1,552,800円

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事業年度：平成19年度～平成23年度 平成24年度～第3期

事 業 名

事 業 名

地域共同による農地・農業用水等の資源の基礎的な保全活
動への支援及び施設の長寿命化のための活動や高度な農地・
水の保全活動等への支援を平成24年度からも継続して行う。
市負担分の25%を協議会へ負担金として支出する。

支払交付金

森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業

事 業 費

推進事業費（事務費）

上
記
の
財
源
内
訳

次 年 度 以 降前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

県営事業 事業年度：平成20年～平成28年度

改築工事（いちき串木野市L=4,250m・日置市L=1,650m） 改築工事延長 L=1,780m 改築工事延長 L=1,000m

市単独分については平成24年度完了予定

委託料（分筆測量等業務委託） 12,884 委託料 1式 11,884 委託料 1式 1,000

用地費（改築工事に伴う土地買収費） 15,200 用地費 1式 5,000 用地費 1式 10,200

補償費（立木補償・電柱補償等） 16,540 補償費 1式 9,450 補償費 1式 7,090

44,624 26,334 18,290

国

県

起 債辺地債 44,200 辺地債 26,000 辺地債 18,200

そ の 他

一 般 財 源 424 334 90

区分 継 続

全 体 計 画

事業年度：平成17年～平成25年度

舗装整備 幅員4m 全体延長L=5,241m 65,000 45,000 5,000 15,000

65,000 45,000 5,000 15,000

国

県

起 債辺地債 65,000 辺地債 45,000 辺地債 5,000 辺地債 15,000

そ の 他

一 般 財 源

県 営 林 道 開 設 事 業　（　林 道 舟 川 野 下 線　） 市 単 独 分

改築工事 L=1,470m

次 年 度 以 降

市単独費

林 道 永 牧 広 野 線 舗 装 整 備 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

事
業
内
容

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 費

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

舗装整備 施行延長L=3,279m 舗装整備 施行延長L=300m 舗装整備 施行延長L=1,662m

事 業 名

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

14,000 14,000

300 300

1,000 1,000

764,713 3,500 3,000

764,713 727,613 18,800 18,300

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 764,713 727,613 18,800 18,300

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：174.1ｍ ・外郭施設：881.9ｍ

738,297    島平防波堤（内） 294,153 12,584 ・係留施設：520ｍ 431,560

   沖防波堤 ・水域施設：19,870㎡　等

・水域施設：2,510㎡

・-2.0ｍ航路浚渫

・係留施設：浮桟橋 1基

（事業費:110,000千円） （事業費：　3,884,042 千円）

(市負担分） 738,297 (市負担分） 294,153 (市負担分） 12,584 (市負担分） 431,560

国

県

起 債 672,840 255,140 11,300 406,400

そ の 他

一 般 財 源 65,457 39,013 1,284 25,160

漁港漁場整備長期計画

・水産物生産流通等高度化資金利子補助

（事業費：6,381,042千円）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容

・水産業協同組合貸付金利子補助

・計画期間：平成14～23年度

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

事 業 費

・遠洋漁業経営安定化金融支援事業補助金

・漁業後継者協議会補助

・串木野まぐろﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ運営補助 外

・漁業経営再建資金利子補助

事 業 名

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

次 年 度 以 降

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

ま ぐ ろ 漁 業 母 港 基 地 化 推 進 及 び ま ぐ ろ 漁 業 振 興 対 策 補 助 事 業

前年度までの実績(H23見込みを含む) 平 成 24 年 度

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

Ｌ＝10.0ｍ

上部工　Ｌ＝28.0ｍ

（事業費：2,497,000千円）

・水域施設：22,380㎡　

・串木野まぐろﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催補助

前年度までの実績(H23見込みを含む)

・係留施設：520ｍ　等

・外郭施設：1,074ｍ

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

・串木野まぐろフェスティバル開催補助金

・漁業後継者協議会補助

・水産業協同組合貸付金利子補助

・遠洋漁業経営安定化金融支援事業補助金外

・漁業経営再建資金利子補助

・水産物生産流通等高度化資金利子補助

・漁業後継者協議会補助

・串木野まぐろフェスティバル開催補助金

平 成 24 年 度

・島平港防波堤（突堤）

串 木 野 漁 港 広 域 漁 港 整 備 事 業

・串木野漁港 沖防波堤

次 年 度 以 降

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・漁業後継者協議会補助
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

串木野漁港広域漁港整備事業
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：378.3m ・外郭施設 ・外郭施設：414.7m

382,788 ・係留施設：浮桟橋1基 A防波堤(改良)　Ｌ＝35.0ｍ ・係留施設：190ｍ

200,765 9,982 ・水域施設：6,500㎡　　等 172,041

(市負担分） 382,788 (市負担分） 200,765 (市負担分） 9,982 (市負担分） 172,041

国

県

起 債 354,000 190,200 8,900 154,900

そ の 他

一 般 財 源 28,788 10,565 1,082 17,141

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：117.5m ・外郭施設 ・外郭施設：309m

415,794 南防波堤：87.5ｍ 259,561 南防波堤　Ｌ＝52.5ｍ 28,220 128,013

南護岸：30ｍ 道路護岸　Ｌ＝132ｍ

水域施設 3,600㎡（-2.0ｍ泊地） ・用地：6,200㎡

(市負担分） 415,794 (市負担分） 259,561 (市負担分） 28,220 (市負担分） 128,013

国

県

起 債 377,200 236,600 25,300 115,300

そ の 他

一 般 財 源 38,594 22,961 2,920 12,713

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

（事業費：1,397,379千円）

前年度までの実績(H23見込みを含む)

戸 崎 漁 港 地 域 水 産 物 供 給 基 盤 整 備 事 業

（事業費：1,247,107千円）

（事業費:170,000千円）

・係留施設：75ｍ浮桟橋 1基等

次 年 度 以 降

（事業費70,000千円）

上
記
の
財
源
内
訳

・水域施設：3,600㎡

・計画期間：平成14～24年度

事 業 名

・外郭施設：444m

漁港漁場整備長期計画

事
業
内
容

（事業費：2,567,000千円） （事業費：794,402千円）

・用地：6,200㎡　等

（事業費：1,602,598千円）

次 年 度 以 降

事 業 費

（事業費：2,714,486千円）

前年度までの実績(H23見込みを含む) 平 成 24 年 度

・係留施設：75ｍ　　浮桟橋 1基

平 成 24 年 度

・外郭施設：814ｍ

・計画期間：平成14～24年度

漁港漁場整備長期計画

・水域施設：6,500㎡　　等

事 業 費

羽 島 漁 港 地 域 水 産 物 供 給 基 盤 整 備 事 業

事
業
内
容
・係留施設：190ｍ
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

羽島漁港地域水産物供給基盤整備事業
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

戸崎漁港地域水産物供給基盤整備事業
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－42－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

6,125 3,675 1,225 1,225

6,125 3,675 1,225 1,225

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 6,125 3,675 1,225 1,225

区分 継 続

全 体 計 画

899 市補助金 681 市補助金 218

899 681 218

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 899 681 218

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 島 平 漁 協 加 工 販 売 起 業 化 グ ル ー プ 支 援 事 業

体 計

市内4漁協が一つの活動組織を作り、藻場の造
成・食害生物（ウニ）の除去等の活動を実施し、
藻場の機能維持、回復を図る保全活動を支援する
ための事業。事業実施期間は、平成21年度から平
成25年度までの5ヶ年。
国 2/4  県 1/4  市1/4
全体事業費 24,500千円

市負担金

事
業
内
容

環境・生態系保全活動支援事業

事 業 名

市補助金

環 境 ・ 生 態 系 保 全 活 動 支 援 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

市負担金

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

平成22年6月に県内10番目の漁村女性起業化グ
ループとして県知事から認定を受け地域資源の加
工･販売に取り組み、地元産の魚介類の付加価値
向上等及び地域漁業の経営安定化と活性化を図る
ため。22年度から3ケ年間、漁村女性起業化グ
ループ取り組み支援事業を展開。
全漁連 2/4 市１/4  漁協1/4
全事業費 3,566千円
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－43－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

975 687 144 144

13,675 10,732 1,943 1,000

14,650 11,419 2,087 1,144

国

県 246 246

起 債

そ の 他

一 般 財 源 14,404 11,173 2,087 1,144

区分 継 続

全 体 計 画

特産品普及事業委託 10,783 特産品普及事業委託 1,005

まぐろ舵取り丼の開発 料理店と市民それぞれを対象とした料理講習会

市観光ポスター作成

11,788 市夕食会の開催

11,788 10,783 1,005

国

県 ふるさと雇用再生特別基金事業 10,783 ふるさと雇用再生特別基金事業 10,783

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,005 1,005

事 業 費

いちき串木野ブランド浸透のため、誘客効果の高いご当地グ
ルメ開発や、その他特産品の市内外への普及を図るための活
動支援を行う。

上
記
の
財
源
内
訳

食のまちづくり基本計画に基づく展開を進めていくことと
しており、地元食材を活用した親子料理講座の開催や食のま
ちづくり宣言書を市内公共施設、関係機関、飲食店等へ配布
や国道３号への看板設置を実施する。

事 業 名 特 産 品 普 及 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事
業
内
容

事 業 費

事
業
内
容

(食マップ印刷製本費935親子料理講座1,432･
食まち宣言書作成568･食まちＰＲ用看板設置
7,797)

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

講師の協力を得た首都圏における地元特産品PR

(食のまちいちき串木野拠点エリア整備構想
策定1,500･食のまちづくり先進地視察443)

食のまちづくり推進協議会経費

･食のまちづくり推進事業費 食のまちづくり推進事業費

･食のまちづくり推進協議会経費

食のまちづくり推進事業費 食のまちづくり推進事業費

食のまちづくり推進協議会経費 食のまちづくり推進協議会経費

事 業 名 食 の ま ち づ く り 推 進 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降
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－44－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,988 988 1,000 1,000

H21･22年度,11団体247人利用、延べ945泊数

(780千円）

H23年度,3団体158人利用、延べ泊数212泊

(208千円）

2,988 988 1,000 1,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,988 988 1,000 1,000

区分 継 続

全 体 計 画

58,939 37,939 9,000 12,000

・体験型観光メニューなど活用・受入れ

　　　Ｈ22年度 17,076千円 ・案内人（語り部）の組織体制確立

　　　Ｈ23年度 17,119千円 ・地域特産品のPR活動

・観光用総合HPの充実

58,939 37,939 9,000 12,000

国

県 ふるさと雇用再生特別基金事業 37,939 ふるさと雇用再生特別基金事業 37,939

起 債

そ の 他

一 般 財 源 21,000 9,000 12,000

観光案内所を拠点とし、観光や特産品情報の提
供・発信を行い、地域経済の振興を図るために係
る人件費及び案内所の維持経費である。

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

内訳　Ｈ21年度 3,744千円

総合観光推進事業

合宿誘致促進補助金

事 業 名 総 合 観 光 推 進 事 業

次 年 度 以 降

いちき串木野総合観光案内所運営補助金 いちき串木野総合観光案内所運営補助金

平 成 24 年 度

合宿誘致促進補助金

事 業 名

本市における合宿の誘致を図り、本市の経済振
興に資することを目的とし、本市で合宿する県外
の高校、大学の運動系、文科系の学生で構成され
る団体に補助金を交付する。（※宿泊日数が連続
２日以上で、かつ延べ宿泊数が５０泊以上のもの
で、延べ宿泊数に1,000円を乗じて得た額とし、
１団体100,000円を限度とする）

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 費

合宿誘致促進補助金

次 年 度 以 降

合 宿 誘 致 促 進 事 業

平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）
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－45－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

34,195 28,315 2,940 2,940

・TVスポットCM（15秒）…52回

・PRラジオ番組(毎週土曜10:40～45)…52回

34,195 28,315 2,940 2,940

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 34,195 28,315 2,940 2,940

区分 継 続

全 体 計 画

5,700 5,700

614,582 604,832 9,750

16,155 16,155

232,745 事業所用水使用料補助 230,438 事業所用水使用料補助 807 事業所用水使用料補助 1,500

3,260 給水装置設置補助 3,010 給水装置設置補助 250

872,442 860,135 10,807 1,500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 872,442 860,135 10,807 1,500

事業所等設置補助

企 業 の 誘 致 促 進 及 び 育 成 補 助 金

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

本市の観光施設や観光イベント等をメディアを
活用して情報発信することにより、本市への交流
人口の流入を図り、地域活性化に努める。
事
業
内
容

事 業 費

･用地取得補助
事
業
内
容

事 業 名

･事業所等設置補助

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事 業 費

･固定資産税補助

･事業所用水使用料補助

･給水装置設置補助

用地取得補助

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

観光宣伝

平 成 24 年 度

観 光 宣 伝 事 業

次 年 度 以 降前年度までの実績（H23見込みを含む。）

観光宣伝観光宣伝

用地取得補助

固定資産税補助
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

(1)社会基盤

区分 新 規

全 体 計 画

道路舗装工事Ｌ＝980.0ｍ 50,000 舗装工事　Ｌ＝500ｍ 一式 20,000 舗装工事 一式 20,000

測量試験費 一式 5,000 測量試験費 一式 5,000 法面工事 一式 10,000

55,000 25,000 30,000

国 33,000 15,000 18,000

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 22,000 10,000 12,000

区分 新 規

全 体 計 画

21,000 8,000 13,000

21,000 8,000 13,000

国 12,600 4,800 7,800

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 8,400 3,200 5,200

事 業 名 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 策 定 業 務

橋梁長寿命化修繕計画策定業務 一式

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

事
業
内
容

事 業 費

事業年度：平成24年度～

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

重 点 施 策 の 概 要

事 業 名 市 道 河 内 線 舗 装 工 事

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

Ｌ＝15ｍ以上48橋

橋梁長寿命化修繕計画策定業務 N＝160橋 橋梁長寿命化修繕計画策定業務 一式

事業年度：平成24年度～
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

2,800 2,800

2,800 2,800

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,800 2,800

区分 新 規

全 体 計 画

40,000 40,000

40,000 40,000

国

県

起 債合併特例債 38,000 合併特例債 38,000

そ の 他

一 般 財 源 2,000 2,000

事 業 名 市 来 駅 周 辺 整 備 計 画 策 定 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

市来駅周辺の交通結節点としての機能強化と利便
性向上を図るため、周辺部の一体的な社会基盤整備
などの整備計画を策定する。

委託料

・串木野駅バリアフリー化事業
補助金
事業費120,000千円×1/3　＝
40,000千円

串 木 野 駅 バ リ ア フ リ ー 化 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成  24  年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容

　ＪＲが実施する地域公共交通バリア解消促進等事
業に対する協調補助を行い、串木野駅のバリアフ
リー化を図り串木野駅を利用する市民の利便性向上
を図る。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容
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－49－

４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

(1)社会基盤

区分 継 続

全 体 計 画

250,744 道路改良 一式 道路改良 一式

21,370 測量試験費 一式 379,202 測量試験費 一式

152,322 用 地 費 一式 用 地 費 一式 50,000

4,766 補 償 費 一式 補 償 費 一式

429,202 379,202 50,000

国 205,000 180,000 25,000

県

起 債合併特例債 194,600 合併特例債 170,900 合併特例債 23,700

そ の 他

一 般 財 源 29,602 28,302 1,300

区分 継 続

全 体 計 画

86,065 道路改良 一式 35,238 道路改良 一式 5,000 道路改良 一式

4,935 測量試験費 一式 4,935 測量試験費 一式

8,000 用 地 費 一式 6,230 用 地 費 一式 48,100

1,000 補 償 費 一式 497 補 償 費 一式

100,000 46,900 5,000 48,100

国

県

起 債辺地債 91,400 辺地債 38,300 辺地債 5,000 辺地債 48,100

そ の 他

一 般 財 源 8,600 8,600

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

事業年度：平成21年度～

道路改良 L=1,140m

上
記
の
財
源
内
訳

補 償 費 一式

事 業 名

補 償 費 一式

事業年度：平成18年度～

用 地 費 一式

測量試験費 一式

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

次 年 度 以 降

用 地 費 一式

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

測量試験費 一式
事
業
内
容

重 点 施 策 の 概 要

市 道 久 木 野 線 道 路 改 良 事 業

市 道 下 塩 入 線 道 路 改 良 事 業 (仮称 野元平江線)

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

次 年 度 以 降

道路改良 L=480m

平 成 24 年 度
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

450,000 道路改良 道路改良 一式

40,000 測量試験費 一式 8,159 測量試験費 一式 36,000 測量試験費 一式 455,841

8,000 用 地 費 用 地 費 一式

2,000 補 償 費 補 償 費 一式

500,000 8,159 36,000 455,841

国

県

起 債合併特例債 467,200 合併特例債 34,200 合併特例債 433,000

そ の 他

一 般 財 源 32,800 8,159 1,800 22,841

区分 継 続

全 体 計 画

1,081,194 道路改良 一式 717,750 道路改良 一式

77,061 測量試験費 一式 57,841 測量試験費 一式 106,856 測量試験費 一式 345,808

144,461 用 地 費 一式 84,461 用 地 費 一式

97,511 補 償 費 一式 87,511 補 償 費 一式

1,400,227 947,563 106,856 345,808

国

県

起 債 1,155,800 725,800 合併特例債 101,500 合併特例債 328,500

そ の 他

一 般 財 源 244,427 221,763 5,356 17,308

事 業 名

事
業
内
容

測量試験費 一式

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事業年度：平成23年度～

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

補 償 費 一式

市 道 別 府 上 名 線 道 路 改 良 事 業

次 年 度 以 降

市 道 海 瀬 坂 下 線 道 路 改 良 事 業

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

前年度までの実績（H23見込みを含む。） 平 成 24 年 度

平 成 24 年 度

用 地 費 一式

事 業 費

道路改良 取り付け道路 橋梁L=55m

測量試験費 一式

用 地 費 一式

道路改良 L=2,660m

事業年度：平成12年度～

事 業 費

補 償 費 一式

次 年 度 以 降
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

H23繰越

52,000 道路改良 一式 22,548 道路改良 一式 29,195 道路改良 一式

11,000 測量試験費 一式 5,655 測量試験費 一式 H24当初 測量試験費 一式

15,000 用 地 費 一式 6,847 用 地 費 一式 14,000 用 地 費 一式 7,839

14,000 補 償 費 一式 5,916 補 償 費 一式 補 償 費 一式

92,000 40,966 43,195 7,839

国 39,173 9,792 24,681 4,700

県

起 債合併特例債 43,400 合併特例債 25,000 合併特例債 15,500 合併特例債 2,900

そ の 他

一 般 財 源 9,427 6,174 3,014 239

区分 継 続

全 体 計 画

234,000 道路改良 一式 211,134 道路改良 一式 道路改良 一式

10,000 測量試験費 一式 9,293 測量試験費 一式 5,000 測量試験費 一式 23,152

9,000 用 地 費 一式 6,423 用 地 費 一式 用 地 費 一式

3,000 補 償 費 一式 998 補 償 費 一式 補 償 費 一式

256,000 227,848 5,000 23,152

国

県

起 債辺地債 210,634 辺地債 182,534 辺地債 5,000 辺地債 23,100

そ の 他

一 般 財 源 45,366 45,314 52

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

平 成 24 年 度

事 業 名

事業年度：平成19年度～

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

次 年 度 以 降

市 道 松 比 良 線 道 路 改 良 事 業

事
業
内
容
補 償 費 一式

事 業 費

測量試験費 一式

用 地 費 一式

道路改良 L=400m

平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）

測量試験費 一式
事
業
内
容

道路改良 L=2,660m

用 地 費 一式

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

補 償 費 一式

次 年 度 以 降

市 道 払 山 線 道 路 改 良 事 業

事業年度：平成12年度～
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

123,604 85,836 18,884 18,884

（停留所作成委託)108 （停留所作成委託)108

（バス路線図作成)557 （バス路線図作成)557

平成23年12月1日～（いきいきﾀｸｼｰ導入） （消耗品等）84 （消耗品等）84

（公共交通会議・・・謝金・旅費）77 （公共交通会議・・・謝金・旅費）77

123,604 85,836 18,884 18,884

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 123,604 85,836 18,884 18,884

区分 継 続

全 体 計 画

・フェリー岸壁（-4.5ｍ）

・事業年度H14～H28 52,220 25,424 ・-7.5ｍ岸壁 2,000 ・道路（改良） 24,796

・可動橋改良 ・浮桟橋（改良）　等

（事業費：170,730千円） （事業費：15,000千円） （事業費：186,220千円）

(市負担分） 52,220 (市負担分） 25,424 (市負担分） 2,000 (市負担分） 24,796

国

県

起 債 44,000 19,900 1,800 22,300

そ の 他

一 般 財 源 8,220 5,524 200 2,496

コ ミ ュ ニ テ ィ 交 通 運 行 事 業

事 業 名

・浮桟橋（改良）　・可動橋（改良）　等

防舷材、車止め 道路改良

運行委託料等

（いきいきタクシー）7,488

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

市内巡回バス「いきいきバス」は、旧串木野市において
平成13年５月８日に試験運行開始し、平成14年６月２日か
らは、旧串木野市内全域に路線拡大を図り、日祝祭日も運
行するようになった。平成18年11月6日からは、市来地域
に運行を拡大し、市内全域を運行するようになった。平成
21年7月13日からダイヤ改正に伴いバスマップを作成配
付。平成22年度にコミュニティバス再構築に係る基礎調査
を実施し、調査結果を基に平成23年12月1日にいきいきバ
スの路線再編と市来地域にいきいきタクシーを導入し、交
通空白地域の解消に努めている。

串木野新港港湾施設改良費統合補助事業負担金

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

平成18年11月6日～（市来地域）

事 業 名

平成14年度～（旧串木野市内全域)

・防舷材 車止め
事
業
内
容

（事業費：371,950千円）

・岸壁（改良）（-4.5m,-5.5m,-7.5m,-10.0m）

・道路改良

平 成  24  年 度 次 年 度 以 降

・岸壁（-4.5m,-5.5m,-7.5m,-10.0m）

（いきいきバス）10,570

運行委託料等

（いきいきバス）10,570

（いきいきタクシー）7,488

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

「いきいきバス」運行委託料等

平成17年10月11日～（串木野地域）

平成13年度  （荒川・旭地区・市街地）

次 年 度 以 降前年度までの実績(H22見込みを含む)

串 木 野 新 港 改 修 統 合 補 助 事 業

・-5.5ｍ車止め

平 成 23 年 度
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

串木野新港改修統合補助事業
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

都市計画策定事業 50,895

17,640

7,455

3,100

事業年度 平成22年度～平成25年度

50,895 25,095 12,700 13,100

国 合併町村補助金 40,675 合併町村補助金 16,275 合併町村補助金 12,000 合併町村補助金 12,400

県 都市計画基礎調査委託料 3,727 都市計画基礎調査委託料 3,727

起 債

そ の 他

一 般 財 源 6,493 5,093 700 700

区分 継 続

全 体 計 画

・設計委託料等 48,313 16,574 1,600 30,139

・用地費 700,672 332,722 14,525 353,425

1,106,744 505,414 24,500 576,830

302,790 145,940 6,500 150,350

22,481 ・事務費 11,682 ・事務費 104 ・事務費 10,695

2,181,000 1,012,332 47,229 1,121,439

国 562,454 287,686 11,182 263,586

県 9,143 9,143

起 債 1,118,100 492,800 28,100 597,200

そ の 他

一 般 財 源 491,303 222,703 7,947 260,653

12,700 10,000

・都市計画区域マスタープラン作成

次 年 度 以 降

住 宅 建 設（　ウ ッ ド タ ウ ン　）　事 業

・設計委託料等

平 成 24 年 度前年度までの実績（H23見込みを含む。）

事
業
内
容

事 業 費

都市計画策定事業

・用途地域の変更

・都市計画マスタープラン作成

・都市計画基礎調査

・都市計画基本図作成

・設計委託料等

・附帯工事費（外構・共同施設）

・用地費

・住宅建設 44戸

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事 業 名

都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、良好な都市環境を
形成することを目的として、都市計画区域内の現況や動向及び
将来の方向を踏まえて、それぞれの地域における土地利用に対
して都市計画策定を図る。

・住宅建設 96戸

・附帯工事費（外構・共同施設）

・設計委託料等

・用地費 500㎡ ・用地費

・附帯工事費（外構・共同施設）

・住宅建設 2戸

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

都市計画策定事業

都 市 計 画 策 定 事 業

・附帯工事費（外構）

・住宅建設 50戸

・用途地域の変更

・都市計画マスタープラン作成

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

都市計画策定事業

平 成 24 年 度 次 年 度 以 降

・事務費

事業年度：平成9年度～平成33年度

－60－



－61－

４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

A=44.2ha ・調査費 ・調査費 ・調査費

・調査費 ・本工事費 ・本工事費 ・本工事費

・本工事費（宅地・道路・水路） 8,470,000 　（宅地・道路・水路） 5,881,745 　（宅地・道路・水路） 599,628 　（宅地・道路・水路） 1,988,627

・補償費 ・補償費 ・補償費 ・補償費

・事務費 ・事務費 ・事務費 ・事務費

8,470,000 5,881,745 599,628 1,988,627

国 1,963,800 1,471,284 30,000 462,516

県 229,495 165,505 3,737 60,253

起 債 3,886,300 2,502,679 414,500 969,121

そ の 他 1,669,640 1,236,231 112 433,297

一 般 財 源 720,765 506,046 151,279 63,440

平 成 24 年 度

麓 土 地 区 画 整 理 事 業

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

前年度までの実績（H23見込みを含む。）

○麓土地区画整理事業（事業年度：平成9年度～平成29年度）

事 業 費

事 業 名

次 年 度 以 降
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要
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